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(57) Abstract:

PROBLEM TO BE SOLVED: To sufficiently enhance ignitability
and ignition stability in the low rotation area of a rotary piston
engine equipped with two L-side and T-side ignition plugs, and
to secure also endurance reliability.

SOLUTION: The ignitability and the ignition stability are
sufficiently enhanced by igniting an air-fuel mixture by a
plasma jet of high energy, in a plasma jet ignition area P on a
relatively low-load and low-rotation side. Plasma jet ignition is
carried out in the T-side ignition plug affecting the ignition
stability, and spark ignition is carried out in the L-side ignition
plug, particularly in a prescribed area in a low load side, so as
to restrain the consumption of an electrode of each ignition
plug. Spark ignition is carried out in both the L-side ignition
plug and the T-side ignition plug, in a spark ignition area S
within a high-load or high-rotation area.
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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】Ｌ側及びＴ側の２つの点火プラグを備えたロー
タリーピストンエンジンの低回転域における着火性、燃
焼安定性を十分に高めつつ、耐久信頼性も確保する。
【解決手段】相対的に低負荷低回転側のプラズマジェッ
ト点火領域Ｐにおいて、高エネルギーのプラズマジェッ
トにより混合気に点火することにより、その着火性、燃
焼安定性を十分に高める。その中でも低負荷側の所定領
域では、着火の安定性を左右するＴ側点火プラグではプ
ラズマジェット点火を行う一方、Ｌ側点火プラグではス
パーク点火を行うようにして、点火プラグの電極の消耗
を抑える。高負荷乃至高回転域のスパーク点火領域Ｓで
はＬ側、Ｔ側共にスパーク点火とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロータハウジングの短軸方向一側において、ロータ回転方向の進み側及び遅れ側に各々
リーディング側及びトレーリング側点火プラグが配設されているロータリーピストンエン
ジンの点火方法であって、
　少なくとも上記トレーリング側点火プラグに接続される点火回路には、点火コイルの２
次側にプラズマ放電エネルギーを供給するための放電回路を接続しておき、
　エンジン低回転域において上記トレーリング側点火プラグにはプラズマ放電エネルギー
を供給して、プラズマジェット点火を行わせる一方、上記リーディング側点火プラグには
点火コイルによるスパーク点火を行わせる
ことを特徴とするロータリーピストンエンジンの点火方法。
【請求項２】
　エンジン高回転域においてはリーディング側及びトレーリング側点火プラグの双方にス
パーク点火を行わせる、請求項１に記載のロータリーピストンエンジンの点火方法。
【請求項３】
　ロータハウジングの短軸方向一側において、ロータ回転方向の進み側及び遅れ側に各々
リーディング側及びトレーリング側点火プラグが配設されているロータリーピストンエン
ジンの点火装置であって、
　上記リーディング側及びトレーリング側の各点火プラグにそれぞれ接続される点火回路
には、点火コイルの２次側にプラズマ放電エネルギーを供給するための放電回路が接続さ
れており、
　エンジン低回転域において上記トレーリング側点火プラグにはプラズマ放電エネルギー
を供給して、プラズマジェット点火を行わせる一方、上記リーディング側点火プラグには
点火コイルによるスパーク点火を行わせる点火制御手段を備えている
ことを特徴とするロータリーピストンエンジンの点火装置。
【請求項４】
　ロータハウジングの短軸方向一側において、ロータ回転方向の進み側及び遅れ側に各々
リーディング側及びトレーリング側点火プラグが配設されているロータリーピストンエン
ジンの点火装置であって、
　上記トレーリング側点火プラグに接続される点火回路にのみ、点火コイルの２次側にプ
ラズマ放電エネルギーを供給するための放電回路が接続されており、
　上記トレーリング側点火プラグにはエンジンの運転状態に応じて、プラズマ放電エネル
ギーを供給するプラズマジェット点火とスパーク点火とを切り換えて行わせる一方、上記
リーディング側点火プラグには常時、点火コイルによるスパーク点火を行わせる、点火制
御手段を備えている
ことを特徴とするロータリーピストンエンジンの点火装置。
【請求項５】
　作動室に臨むトロコイド内周面へのプラグホールの開口面積は、トレーリング側でリー
ディング側よりも小さく設定されている、請求項４に記載のロータリーピストンエンジン
の点火装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はロータリーピストンエンジンの点火方法に関し、特に高エネルギーのプラズマ
ジェット点火を行うものに係る。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、トコロイド内周面を有する繭形のロータハウジング内に三角おむすび状のロ
ータを収容し、その回転に伴い外周側の３つの作動室においてそれぞれ吸気、圧縮、膨張
及び排気の各行程を行わせるようにしたヴァンケル型のロータリーピストンエンジンは公
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知である。このエンジンでは、ロータハウジングの短軸方向一側において、ロータ回転方
向の進み側（リーディング側）及び遅れ側（トレーリング側）に各々点火プラグが配設さ
れ、トロコイド内周面に開口するプラグホールから作動室に臨んでいる。
【０００３】
　そうしてプラグホールに収容されている点火プラグは、レシプロエンジンのように電極
を作動室内に突出させることができず、それがプラグホールの奥に引っ込んだ状態になる
ことから、プラグホールの開口が小さいと混合気への点火性能が低下する一方、開口を大
きくすればそこをロータの頂部（アペックスシール）が通過する際のガス漏れが多くなっ
てしまう。
【０００４】
　この点につき例えば特許文献１には、公知のプラズマジェット点火を利用することが提
案されている。プラズマジェット点火は、点火プラグの先端に形成したキャビティに大き
な放電エネルギーを瞬時に投入することによってプラズマを生成し、これを作動室に噴出
させて混合気に点火するものであり、一般的なスパーク点火よりも確実に混合気を着火、
燃焼させることができる。
【０００５】
　また、そうして作動室に噴出するプラズマによって混合気に点火することから、プラグ
ホールの開口は小さくても十分な点火性能が得られるものである。よって、プラズマジェ
ット点火を利用する場合には、従来までのスパーク点火に比べてプラグホールの開口を小
さくすることができ、これによりガス漏れが少なくなって圧縮圧力が高まることから、エ
ンジンのトルクアップや低温時の始動性向上等も期待できる。
【特許文献１】特開昭５９－１８８０３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、プラズマジェット点火は放電エネルギーが非常に大きいことから、点火
プラグの電極の消耗が激しく、耐久信頼性の確保が難しいという問題があって、車両用と
しては未だ実用化に至っていない。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、ロータリーピストンエンジンの特性に合わせてプラズマジェ
ット点火の実行を必要最小限に抑えることで、着火性及び燃焼安定性を十分に高めつつ、
点火系の耐久信頼性も確保することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成すべく本発明の発明者は、ロータリーピストンエンジンにおいて特に
着火性、燃焼安定性が問題になる低回転域での混合気への点火状態について鋭意、研究を
重ねた結果、ここでの着火性を左右するのがトレーリング側における点火であることを見
出して、本発明を完成したものである。
【０００９】
　具体的に請求項１の発明は、ロータハウジングの短軸方向一側においてロータ回転方向
の進み側及び遅れ側に各々リーディング側及びトレーリング側点火プラグが配設されてい
るロータリーピストンエンジンの点火方法を対象とする。
【００１０】
　そして、少なくとも上記トレーリング側点火プラグに接続される点火回路には、点火コ
イルの２次側にプラズマ放電エネルギーを供給するための放電回路を接続しておき、着火
性等の低下しやすいエンジン低回転域において上記トレーリング側点火プラグにはプラズ
マ放電エネルギーを供給して、プラズマジェット点火を行わせる一方、上記リーディング
側点火プラグには点火コイルによるスパーク点火を行わせるものとする。
【００１１】
　すなわち、アイドリングを含む低回転域においてエンジンは一般的に吸気流動が弱くな
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り、作動室における混合気濃度のばらつきが大きくなりやすいが、特にロータリーピスト
ンエンジンにおいては点火直前の作動室の形状がロータ回転方向に著しく扁平なものとな
って、その回転遅れ側（トレーリング側）では混合気濃度が高くなるものの、回転進み側
（リーディング側）では混合気が希薄になって非常に着火し難い状態になってしまう。
【００１２】
　これに対し上記の点火方法によると、そうして相対的に混合気濃度の高くなるトレーリ
ング側の点火プラグにおいて、高エネルギーのプラズマジェット点火を行わせることによ
り、低回転域においても混合気の着火安定性を十分に高めることができる。このときリー
ディング側点火プラグについてはスパーク点火を行わせることで、プラズマジェット点火
による電極の消耗を抑制する。
【００１３】
　尚、トレーリング側の点火によって燃焼が開始すれば作動室の温度及び圧力が上昇する
ので、その後にリーディング側を点火すればスパーク点火であっても着火性を得やすい。
【００１４】
　そうしてトレーリング側のプラズマジェット点火により低回転域でも十分な着火安定性
が得られる一方で、エンジン高回転域ではリーディング側及びトレーリング側点火プラグ
の双方にスパーク点火を行わせるようにして（請求項２）、それら双方の点火プラグの耐
久信頼性を確保することが好ましい。
【００１５】
　すなわち、エンジンの高回転域では吸気流動が強くなって、作動室における混合気濃度
の均一化が進むことから、リーディング側でも比較的着火しやすい状態になり、作動室温
度の高くなることも相俟って、リーディング側及びトレーリング側の双方でスパーク点火
により所要の着火、燃焼安定性が得られるからである。
【００１６】
　見方を変えれば本発明は、ロータハウジングの短軸方向一側において、ロータ回転方向
の進み側及び遅れ側に各々リーディング側及びトレーリング側点火プラグが配設されてい
るロータリーピストンエンジンの点火装置を対象として、そのリーディング側及びトレー
リング側の各点火プラグにそれぞれ接続される点火回路には、いずれも点火コイルの２次
側にプラズマ放電エネルギーを供給するための放電回路を接続する。そして、エンジン低
回転域においてトレーリング側点火プラグにはプラズマ放電エネルギーを供給して、プラ
ズマジェット点火を行わせる一方、リーディング側点火プラグには点火コイルによるスパ
ーク点火を行わせる、点火制御手段を備えるものとする（請求項３）。
【００１７】
　この点火装置によれば、上記した請求項１の発明に係る点火方法を容易に実行すること
ができ、その作用効果が容易かつ確実に得られる。
【００１８】
　或いは、上記トレーリング側点火プラグに接続される点火回路にのみ、プラズマ放電エ
ネルギーを供給するための放電回路を接続しておき、このトレーリング側点火プラグには
、プラズマ放電エネルギーを供給するプラズマジェット点火とスパーク点火とを、エンジ
ンの運転状態に応じて切り換えて行わせる一方、リーディング側の点火プラグには常時、
点火コイルによるスパーク点火を行わせるようにしてもよい（請求項４）。こうすれば、
上記請求項３の発明と同じ作用効果が得られる上に、プラズマジェット点火のための放電
回路がトレーリング側のみで済むので、コストの低減が図られる。
【００１９】
　そうしてプラズマジェット点火をトレーリング側の点火プラグのみで行うようにした場
合には、この点火プラグの電極を収容するトレーリング側のプラグホールのトロコイド内
周面への開口面積を、リーディング側よりもかなり小さく（例えば１／３～１／４くらい
）設定することができ（請求項５）、ここでのガス漏れが非常に少なくなるため、エンジ
ンのトルクアップや低温始動性の向上等に有利になる。
【発明の効果】
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【００２０】
　以上、説明したように本発明におけるロータリーピストンエンジンの点火方法等による
と、低回転域において混合気の着火安定性を左右するトレーリング側ではプラズマジェッ
ト点火を行う一方、リーディング側ではスパーク点火を行うことで、着火性や燃焼安定性
を十分に高めつつ耐久信頼性の確保を図り、さらに高回転域ではリーディング側及びトレ
ーリング側の双方でスパーク点火を行うことで、耐久信頼性の確保が図られる。プラズマ
ジェット点火のための放電回路をトレーリング側のみに設けるようにすれば、コストの低
減も図られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基いて説明する。尚、以下の好ましい実施形態の説明
は本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意図する
ものではない。
【００２２】
　図１は、本発明の実施形態に係るロータリーピストンエンジン１の要部の構成を示し、
トロコイド内周面２ａを有する繭形のロータハウジング２とサイドハウジング３とに囲ま
れたロータ収容室４には概略三角おむすび状のロータ６が収容されていて、その外周を囲
むように３つの作動室５（一つのみ図示）が区画されている。この例ではエンジン１は、
図示は省略するが、３つのサイドハウジング３と２つのロータハウジング２とを交互に重
ね合わせて一体化し、その内部に形成される２つのロータ収容室４にそれぞれロータ６を
収容した２ロータタイプのものである。
【００２３】
　上記ロータ６の基本形状は、ハウジングのトロコイド内周面２ａに対応するペリトロコ
イド内包絡線であり、それぞれがやや外向きに湾曲した３つの矩形面によってロータ６の
外周面が構成されている。その各矩形面にはそれぞれ燃焼室となる窪み（ロータリセス）
６１が形成されている一方、矩形面同士の境界であるロータ頂部にはそれぞれシール部材
６２（アペックスシール）が配設されている。
【００２４】
　また、ロータ６の内側には図示しないが内歯車が形成されていて、この内歯車とサイド
ハウジング側の外歯車とが噛合するとともに、ロータ６は、サイドハウジング３を貫通す
る出力軸７に対して遊星回転運動をするように支持されている。すなわち、ロータ６の回
転運動は内歯車と外歯車との噛み合いによって規定され、ロータ６は、その頂部に配設さ
れたアペックスシール６２をトロコイド内周面２ａに摺接させながら、出力軸７の偏心輪
７ａの周りを自転しつつその軸心Ｘ周りに公転する。
【００２５】
　そうしてロータ６が１回転する間に、その各頂部間にそれぞれ対応して形成される３つ
の作動室５が周方向に移動しながら吸気、圧縮、膨張（燃焼）及び排気の各行程を行う。
このロータ６の１回転中に出力軸７は３回転するが、この間に３つの作動室５はそれぞれ
１回ずつ燃焼サイクルを行うので、結局、各ロータ６毎に出力軸７の１回転につき１回の
燃焼サイクルが行われることになる。
【００２６】
　より具体的に、図のように出力軸７の軸心Ｘ方向に見ると、ロータハウジング２の短軸
方向一側（図では右側）が圧縮及び膨張行程の領域であり、その短軸を挟むようにロータ
回転方向の進み側（リーディング側）及び遅れ側（トレーリング側）に各々点火プラグ８
，９が配設されている。また、反対側（図では左側）は吸気及び排気行程の領域であり、
図では左上側において吸気行程にある作動室５が吸気ポート１１に連通し、この吸気ポー
ト１１を介して上流側の吸気通路１２から空気を吸入する。
【００２７】
　そうして吸気行程にある作動室５の内部に直接、燃料を噴射するように、この実施形態
では、各ロータ収容室４の長軸方向の一側（図の上側）に臨んでインジェクタ１０が配設
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されている。このインジェクタ１０は、ロータハウジング２に形成されたインジェクタホ
ール２ｂに収容され、ロータ収容室４内に臨む噴孔からややロータ遅れ側を指向して燃料
を噴射するようになっている。こうして噴射された燃料噴霧Ｓは吸気ポート１１からの吸
気流と衝突して気化、霧化が促進される。
【００２８】
　そうして空気を吸入するとともに燃料が噴射供給された作動室５が、ロータ６の回転に
連れて図の時計回りに移動すると圧縮行程に移行し、その内部において混合気が圧縮され
る。そして、図の右側に示す作動室５のように圧縮上死点近傍で点火プラグ８，９により
点火されると混合気が燃焼を開始し、この燃焼圧を受けてロータ６がさらに回転する（膨
張行程）。そして、図の左下側の作動室５のように排気ポート１３に連通すれば、この排
気ポート１３から排気通路１４へ既燃ガスが排出される（排気行程）。
【００２９】
　－点火系の構成－
　本発明の特徴部分として、上記リーディング側（以下、Ｌ側ともいう）及びトレーリン
グ側（以下、Ｔ側ともいう）の各点火プラグ８，９にはそれぞれ、従来一般的なスパーク
点火の他に、航空機用ジェットエンジン等で実用化されているプラズマジェット点火も実
行可能な点火回路１５が接続されている。図ではトレーリング側のものについて示すよう
に、点火回路１５は、一般的な点火コイル１５ａの２次側にプラズマ放電エネルギーを供
給するための放電回路１６を接続したものであり、図の例では放電回路１６は、コンデン
サ１６ａと、例えば６００Ｖくらいの高電圧を生成可能な昇圧回路等を含み、コンデンサ
１６ａに電荷を蓄えるための高圧電源１６ｂと、ダイオード１６ｃとを備えている。
【００３０】
　この点火回路１５によりプラズマジェット点火を行うときには、まず、通常のスパーク
点火と同じく点火コイル１５ａの１次側で電流を遮断することにより、その２次側には数
万ボルトにのぼる高電圧が発生し、これを受けて点火プラグ８，９の電極間で火花放電が
起きるのと同時にコンデンサ１６ａの電荷を一気に放出することで、電極間に極めて大き
な放電エネルギーを供給する（図２を参照）。
【００３１】
　そのような大きな放電エネルギーが供給される点火プラグ８，９は、この例ではプラズ
マジェット点火に適した構造のものとされている。一例としてＬ側点火プラグ８の先端部
を図２(a)に示すと、ここには絶縁体により形成された円筒状の碍子８ａと、その筒孔内
のチャンバ８ｂに臨む中心電極８ｃと、碍子８ａの外周から先端面を覆うように設けられ
た接地電極８ｄと、が備えられている。
【００３２】
　そして、上記のように点火回路１５から供給される放電エネルギーを受けて、同図(b)
に示すように非常に短い時間（図の例では１５マイクロ秒）の内に大電流が流れる結果と
して、チャンバ８ｂ内には非常に大きな放電エネルギー（図の例では３８ｍＪ）が瞬時に
投入されることとなり、これによって生成されるプラズマＰがチャンバ８ｂから作動室５
に噴出する。
【００３３】
　こうして作動室５に噴出するプラズマＰは、高エネルギーのラジカル種であり非常に活
性が高いことから元々混合気への点火性に優れるものであり、しかも、それが作動室５内
に噴出することがロータリーピストンエンジン１においては特に有効である。すなわち、
上述したようにロータハウジング２に配設されている点火プラグ８，９は、ロータ６との
接触を避けるためにトロコイド内周面２ａからプラグホール２ｃの奥側に引っ込めた状態
とせざるを得ず、作動室５内の混合気に点火しやすいものとは言い難い。
【００３４】
　また、トロコイド内周面２ａにおけるプラグホール２ｃの開口径を大きくして、点火性
能を高めようとすると、そこをロータ６の頂部（アペックスシール６２）が通過する際の
ガス漏れが多くなってしまうところ、上記したプラズマジェット点火によれば、作動室５
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に噴出するプラズマによって混合気に点火することから、プラグホール２ｃの奥に引っ込
んだ点火プラグ８，９によっても良好な点火性能が得られるのである。
【００３５】
　そうしてプラズマジェット点火によって良好な点火性能が得られることから、この実施
形態ではＬ側及びＴ側のいずれにおいてもプラグホール２ｃの開口面積を、従来までのロ
ータリーピストンエンジンに比べて小さく設定しており、例えばＬ側で直径６ｍｍ以下に
、また、Ｔ側では２．５～３．５ｍｍくらいにまで開口径を小さくすることができる。こ
のことで、アペックスシール６２が通過する際のガス漏れが非常に少なくなり、トルクア
ップや低温始動性の向上等に有利になる。
【００３６】
　尚、Ｌ側のプラグホール２ｃの開口径をＴ側よりも大きくするのは、Ｌ側プラグホール
２ｃの開口をアペックスシール６２が通過するときに、これにより区画される２つの作動
室５，５同士の圧力差があまり大きくないからであり、こうすることで、以下に述べるよ
うにスパーク点火を行う相対的に高回転側の運転領域において、Ｌ側点火プラグ８による
混合気への着火性を高めることができる。
【００３７】
　図３に模式的に示すように、上記した点火プラグ８，９の点火回路１５やインジェクタ
１０等は、コントロールユニット２０（以下、ＥＣＵと略称する）からの指令を受けて作
動するようになっている。すなわち、このＥＣＵ２０には少なくとも、吸気通路１２のエ
アフローセンサ２１や出力軸７の回転角センサ２２、さらには水温センサ２３、アクセル
開度センサ２４等からの信号が入力される。これらの入力に応じてエンジン１の運転状態
を判定し、ＥＣＵ２０はインジェクタ１０や点火回路１５、さらには吸気通路１２のスロ
ットル弁のモータ２５等の作動制御を行う。
【００３８】
　－点火制御－
　次に、点火制御手段として機能するＥＣＵ２０の点火制御の手順について具体的に説明
すると、図４の制御マップに一例を示すように負荷状態及び回転数によって規定されるエ
ンジン運転領域において、相対的に低負荷低回転の領域（Ｐ）ではＬ側及びＴ側のいずれ
かの点火プラグ８，９によってプラズマジェット点火を行う一方、それ以外の相対的に高
負荷乃至高回転の領域（Ｓ）では双方の点火プラグ８，９によって一般的なスパーク点火
を行うようにしている。
【００３９】
　すなわち、相対的に着火安定性の低い低負荷低回転のプラズマジェット点火領域（Ｐ）
では、上述したプラズマジェット点火のメリットを活かして混合気の着火性、燃焼安定性
を高めることにより、図５に指圧波形によって示すようにスパーク点火（破線で示す）に
比べて燃焼速度が高くなり、指圧波形のピークも高くなるとともに後燃えが少なくなり、
熱効率の向上によってエンジントルクの増大や燃費の改善が図られる。
【００４０】
　しかしながら、公知の如くプラズマジェット点火では点火プラグ８，９に供給される放
電エネルギーが非常に大きいが故にその電極の消耗が激しく、それをエンジン１の全ての
運転状態において常用するとすれば、耐久信頼性の確保が難しいという問題があるから、
この実施形態では、ロータリーピストンエンジン１の特性を考慮して、プラズマジェット
点火をそれが必要なときに限って行うようにしている。
【００４１】
　具体的には上記の制御マップ（図４）に示すように、まず、相対的に着火性、燃焼安定
性の高いスパーク点火領域（Ｓ）ではＬ側、Ｔ側の双方の点火プラグ８，９によってスパ
ーク点火を実行する。これは、一般的に高負荷高回転で作動室５温度の高いときには混合
気が比較的着火しやすく、燃焼しやすいことから、従来一般的なスパーク点火によって所
要の着火及び燃焼安定性が得られるからである。
【００４２】



(8) JP 2010-156291 A 2010.7.15

10

20

30

40

50

　一方、相対的に着火性等の低下するプラズマジェット点火領域（Ｐ）においては上記の
如くプラズマジェット点火によって混合気の着火性、燃焼安定性を高めるものであるが、
この領域（Ｐ）内においても低回転側の所定領域（例えばアイドル域であり、図にはハッ
チを入れて示す）では、混合気の着火性を左右するのがＴ側の点火であることに着目し、
このＴ側点火プラグ９のみにプラズマジェット点火を行わせ、Ｌ側ではスパーク点火を行
わせるようにしている。
【００４３】
　すなわち、アイドルのような低回転域においてエンジンは一般的に吸気流動が弱くなり
着火性、燃焼安定性に悪影響が現れるものであるが、特にロータリーピストンエンジン１
の場合は、図６に示すように、圧縮行程の終盤においてロータ６外周面とトロコイド内周
面２ａとの間に著しく扁平な作動室５が形成されるとともに、その回転遅れ側（Ｔ側）に
燃料が偏ることから（図にはクロスハッチで混合気の濃淡を模式的に示す）、回転進み側
（Ｌ側）では混合気が希薄になって非常に着火し難い状態になる。
【００４４】
　この点に着目してこの実施形態では、比較的混合気濃度の高くなる作動室５のＴ側の点
火プラグ９にプラズマ放電エネルギーを供給し、上記の如きプラズマジェット点火を行わ
せることによって、混合気の着火性、燃焼安定性を十分に高めることができるのである。
尚、そうしてＴ側での点火によって混合気が燃焼を始めれば、これにより作動室５の温度
及び圧力が上昇し、その後の所定のタイミングにてＬ側点火プラグ８によりスパーク点火
すれば、さらなる燃焼改善が図られる。
【００４５】
　したがって、この実施形態に係るロータリーピストンエンジン１の点火方法によると、
まず、エンジン１が例えばアイドリングのような所定の低回転域にあるときに混合気の着
火安定性を左右するＴ側点火プラグ９によってプラズマジェット点火を行うことにより、
十分な着火性、燃焼安定性を確保することができる。このとき着火性への寄与が低いＬ側
の点火プラグ８ではスパーク点火を行うことで、電極の消耗を抑制できる。
【００４６】
　図７は、アイドル時のプラズマジェット点火による燃焼安定性の向上を示すデータであ
り、●のグラフに示されるように双方のプラグでスパーク点火を行った場合は、混合気の
希薄化に伴い理論空燃比近傍で回転変動が急増し、着火安定性の低下することが分かる。
一方、◆、▲のグラフはそれぞれ、双方のプラグでプラズマジェット点火を行った場合と
、Ｔ側点火プラグ９のみでプラズマジェット点火を行った場合とを示しており、いずれも
●のグラフに比べて着火性、燃焼安定性が顕著に高いことが分かる。また、Ｔ側点火プラ
グ９のみのプラズマジェット点火によっても十分な効果が得られることも分かる。
【００４７】
　また、前記の領域を除いたプラズマジェット点火領域（Ｐ）内の高回転側ではＬ側、Ｔ
側双方の点火プラグ８，９によってプラズマジェット点火を行う。これは、エンジン回転
数の上昇に連れて吸気流動が強くなり、作動室５における混合気濃度のばらつきが小さく
なることから、図６を参照して上述した点火時期近傍の作動室５における混合気濃度の偏
りが軽減されて、Ｌ側でも比較的着火しやすい状態になるからである。
【００４８】
　しかも、Ｌ側の燃焼の方が機械的にはトルクアップに寄与するものであるから、Ｔ側だ
けでなくＬ側の点火プラグ８においてもプラズマジェット点火を行うことにより、混合気
の燃焼が活発になってトルクアップが図られる。つまり、中速トルクの太い好ましいエン
ジン特性が得られる。
【００４９】
　さらに、高負荷乃至高回転側のスパーク点火領域（Ｓ）であれば、従来一般的なスパー
ク点火によって所要の着火性、燃焼性を確保できるので、ここではプラズマジェット点火
は行わないことで、点火プラグ８，９の電極の消耗を抑制することができる。
【００５０】



(9) JP 2010-156291 A 2010.7.15

10

20

30

40

　尚、上記の実施形態ではＬ側及びＴ側の双方の点火プラグ８，９に、プラズマジェット
点火を実行可能な点火回路１５を接続しているが、Ｔ側点火プラグ９の点火回路１５のみ
をプラズマジェット点火の可能なものとしてもよい。こうすると、コストの低減が図られ
る。また、Ｔ側点火プラグ９を収容するプラグホール２ｃの開口径は、Ｌ側よりもかなり
小さなもの（例えば１／３～１／４くらい）になる。
【００５１】
　また、そうした場合は図４の制御マップにおけるハッチングの領域を含めて、プラズマ
ジェット点火領域（Ｐ）の少なくとも一部においてＴ側点火プラグ９のみによりプラズマ
ジェット点火を行う一方、それ以外の領域では双方の点火プラグ８，９によってスパーク
点火を行うことになり、言い換えるとＬ側点火プラグ８においては常時、スパーク点火を
行うことになる。
【００５２】
　さらに、点火プラグはＬ側及びＴ側の２本に限らず、さらに１本追加して１つのロータ
６あたり３本の点火プラグを設けてもよい。また、エンジン１は、上記実施形態のような
直噴式に限らず、より一般的なポート噴射式のロータリーピストンエンジンにも本発明を
適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、点火プラグの耐久信頼性を確保してプラズマジェット点火の実用化に貢献す
るものであり、エンジンの低回転域での着火、燃焼安定性を向上できることから、車両用
のロータリーピストンエンジンに特に好適である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】エンジンの要部構成を示す説明図である。
【図２】プラズマジェット点火の様子(a)とその放電特性(b)とを示す説明図である。
【図３】制御系の概略的なブロック図である。
【図４】点火制御マップの一例を示す図である。
【図５】プラズマジェット点火による燃焼改善を示す指圧波形のグラフ図である。
【図６】圧縮行程の終盤における作動室内の混合気濃度の偏りを示す説明図である。
【図７】エンジン低回転域における回転変動状態の空燃比による変化を、プラズマジェッ
ト点火とスパーク点火とで対比して示すグラフ図である。
【符号の説明】
【００５５】
１　　　　ロータリーピストンエンジン
２　　　　ロータハウジング
　２ａ　　トロコイド内周面
　２ｃ　　プラグホール
５　　　　作動室
６　　　　ロータ
８　　　　リーディング側点火プラグ（点火装置）
９　　　　トレーリング側点火プラグ（点火装置）
１５　　　点火回路（点火装置）
１６　　　放電回路
２０　　　コントロールユニット（点火制御手段）
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